
千葉県特集

成長へ次の一手
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
期
待
感
も
あ
り
、
景
気
回
復
の
期
待
が
高
ま
る
日
本
経

済
。
千
葉
県
で
も
鉱
工
業
指
数
な
ど
の
景
気
指
標
に
改
善
が
見
ら
れ
る
が
、
中
小

企
業
の
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
の
が
実
情
だ
。
県
臨
海
部
の
大
手
企
業

で
は
、
内
需
縮
小
と
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
で
生
産
再
編
が
加
速
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
県
は
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
や
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
競
争
力
強

化
検
討
会
の
立
ち
上
げ
を
実
施
す
る
。
県
経
済
の
力
強
い
成
長
を
実
現
す
る
た
め

に
矢
継
ぎ
早
に
手
を
打
つ
。

京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
再
生
へ
自
治
体
・
企
業
で
検
討
会

競争力強化へ支援策を議論

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
次
の
一
手
「
資
金
」
「
販
路
」
に
重
点

中小企業支援策
活
性
化
へ
道
筋

昨
年
度
に
開
か
れ
た
中
小
企

業
の
技
術
・
製
品
展
示
会
の

模
様
。
今
年
度
は
「
Ｔ
―
１

グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
し
て
内
容

を
拡
充
す
る

大
手
企
業
の
生
産
縮
小
で
対

策
が
急
が
れ
る
京
葉
臨
海
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト

千
葉
県
市
原

市

県
は
６
月
補
正
予
算
で
中
小

企
業
支
援
施
策
を
拡
充
す
る

中
小
企
業
の
製
造
現
場

融
資
枠
を
拡
大

　
千
葉
県
は
６
月
の
補
正
予

算
案
で
一
般
会
計
１
０
６
６

億
円
を
計
上
。
２
０
１
３
年

度
当
初
予
算
は
知
事
選
を
控

え
て
い
た
た
め
骨
格
予
算
と

し
て
編
成
し
て
お
り
、
新
規

事
業
を
６
月
補
正
に
盛
り
込

ん
だ
。
中
小
企
業
支
援
策
は

「
資
金
繰
り
」
と
「
販
路
開

拓
」
に
重
点
を
置
く
。

　
経
営
改
革
や
設
備
投
資
を

実
施
す
る
企
業
を
支
援
す
る

「
中
小
企
業
振
興
資
金
」
は

補
正
予
算
案
で
３
０
０
億
円

を
追
加
計
上
し
、
当
初
予
算

と
合
わ
せ
て
１
９
０
０
億
円

を
確
保
。
融
資
枠
を
５
７
０

０
億
円
に
拡
大
し
た
。
さ
ら

に
資
金
メ
ニ
ュ
ー
に
「
経
営

力
強
化
資
金
」
を
新
設
。
税

理
士
や
地
域
金
融
機
関
の
支

援
を
受
け
て
事
業
計
画
を
つ

く
り
、
経
営
改
善
に
励
む
企

業
へ
、
最
大
８
０
０
０
万
円

を
融
資
す
る
。
従
前
か
ら
の

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
事
業
資

金
」
よ
り
も
金
利
を
０
・
３

％
低
く
し
、
利
便
性
を
高
め

た
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

展
示
会
を
開
催

　
さ
ら
に
新
規
事
業
と
し

て
、
県
内
企
業
の
技
術
や
製

品
の
販
路
拡
大
が
目
的
の

「
Ｔ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

も

の
づ
く
り
技
術
展
示
会

」

の
開
催
を
盛
り
込
ん
だ
。
県

は

年
度
か
ら
中
小
企
業
の

工
業
製
品
に
お
墨
付
き
を
与

え
る
「
千
葉
も
の
づ
く
り
認

定
製
品
」
制
度
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
製
品
展

示
会
を
年
１
回
開
い
て
き

た
。
こ
の
規
模
を
拡
大
し
、

内
容
を
発
展
さ
せ
た
も
の
が

Ｔ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
だ
。
県

内
企
業
約

社
の
ブ
ー
ス
展

示
に
加
え
て
、
千
葉
を
代
表

す
る
経
営
者
に
よ
る
講
演
会

を
実
施
す
る
予
定
だ
。
金
融

・
経
営
相
談
を
受
け
付
け
る

「
一
日
中
小
企
業
庁
ｉ
ｎ
ち

ば
」
も
同
日
・
同
会
場
で
開

く
。
企
業
や
研
究
機
関
、
金

融
機
関
な
ど
を
呼
び
込
み
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
。
県
内
企
業
活
性
化

へ
道
筋
を
つ
け
る
。

　
県
商
工
労
働
部
の
佐
藤
忠

信
部
長
は
「
景
気
は
気
と

あ
る
よ
う
に
、
見
え
な
い
が

感
じ
る
も
の
。
高
ま
っ
て
き

た
気
を
、
施
策
で
実
体
経
済

に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
る
。

中
長
期
的
戦
略

　
経
済
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
中
で
、
県
内
中

小
企
業
の
中
長
期
的
な
成
長

戦
略
作
り
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
県
は

年
度
に
策

定
し
た
「
第
２
次
ち
ば
中
小

企
業
元
気
戦
略
」
を

年
度

に
改
訂
す
る
方
針
だ
。
内
容

に
中
小
企
業
の
生
の
声
を
反

映
す
る
た
め
に
、
５
月
か
ら

県
内
各
地
で
意
見
交
換
会
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
主
要
工
業

団
地
や
地
域
の
商
工
団
体
に

県
職
員
が
出
向
き
、
産
業
政

策
や
技
術
、
金
融
、
人
材
分

野
の
要
望
を
聞
く
。
意
見
交

換
会
は

年
度
内
に
数
十
回

開
く
予
定
だ
。
要
望
や
批
判

を
吸
い
上
げ
、
戦
略
を
磨
き

上
げ
る
。

経
済
の
屋
台
骨

　
千
葉
市
か
ら
富
津
市
に
広

が
る
京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
は
、
世
界
有
数
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
素
材
産
業
の
集
積
地

と
し
て
日
本
経
済
の
成
長
を

支
え
て
き
た
。
千
葉
県
の
製

造
品
出
荷
額
で
は
化
学
、
石

油
、
鉄
鋼
業
が

％
以
上
を

占
め
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
は
県
経
済
の
屋
台
骨
と
言

え
る
存
在
だ
。

　
し
か
し

年
に
入
り
、
石

油
化
学
プ
ラ
ン
ト
や
製
鉄
所

が
相
次
い
で
生
産
縮
小
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
市
原
市
で

は
、
住
友
化
学
が
エ
チ
レ
ン

プ
ラ
ン
ト
の

年
９
月
ま
で

の
停
止
を
発
表
。
三
井
化
学

も
丸
善
石
油
化
学
な
ど
と
共

同
運
営
す
る
京
葉
エ
チ
レ
ン

か
ら
の
離
脱
を
決
め
た
。
君

津
市
の
新
日
鉄
住
金
・
君
津

製
鉄
所
は
、
高
炉
３
基
の
う

ち
１
基
を

年
度
末
に
休
止

す
る
。

　
国
内
需
要
の
減
少
、
円
高

や
新
興
国
の
台
頭
に
伴
う
コ

ス
ト
競
争
力
の
低
下
と
、
各

社
が
生
産
減
を
決
め
た
理
由

は
共
通
し
て
い
る
。
国
内
の

拠
点
は
統
廃
合
し
て
生
産
を

最
適
化
す
る
動
き
は
今
後
さ

ら
に
加
速
し
そ
う
だ
。
千
葉

県
は
今
後
、
水
島
や
四
日
市

な
ど
、
国
内
の
他
の
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
と
マ
ザ
ー
工
場
の
地

位
を
争
う
こ
と
に
な
る
。

　
競
争
力
強
化
に
は
何
が
必

要
か
。
こ
の
議
論
に
向
け
て

６
月
上
旬
に
も
、
県
と
市
原

市
な
ど
の
湾
岸
部
自
治
体
、

立
地
企
業
は
検
討
会
を
立
ち

上
げ
る
。
企
業
支
援
施
策
や

規
制
緩
和
を
議
論
し
、
結
果

を
県
が

年
度
内
に
ま
と
め

る
新
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に

反
映
さ
せ
る
予
定
だ
。

連
携
の
強
化

　
具
体
的
に
は
、
企
業
間
連

携
の
強
化
策
を
議
論
す
る
。

現
在
、
原
油
の
共
同
荷
揚
げ

や
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
間
の

石
化
製
品
融
通
な
ど
は
行
わ

れ
て
い
る
が
、
異
業
種
間
の

連
携
は
ほ
と
ん
ど
実
現
し
て

い
な
い
。
特
に
大
量
に
発
生

す
る
未
利
用
熱
の
地
域
内
利

用
は
、
生
産
コ
ス
ト
削
減
に

つ
な
が
る
。
県
も
「
ウ
ィ
ン

ウ
ィ
ン
関
係
が
築
け
る
企

業
間
連
携
に
は
、
行
政
と
し

て
支
援
を
検
討
し
た
い

商

工
労
働
部

と
前
向
き
だ
。

　
１
９
５
０
年
代
に
造
成
が

始
ま
っ
た
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は

老
朽
化
が
進
む
。
安
全
対
策

や
、
地
震
や
津
波
に
備
え
た

液
状
化
・
護
岸
対
策
も
重
要

な
テ
ー
マ
に
な
る
。
国
は

年
度
補
正
予
算
で
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
の
災
害
対
策
調
査
事
業

に
着
手
し
て
お
り
、
県
も
国

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
改
修

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
立
地
企
業
か
ら
は
他
県
に

比
べ
て
工
業
用
水
が
割
高
と

い
う
声
も
多
い
。
県
は
用
水

所
轄
の
企
業
庁
と

年
か
ら

料
金
体
系
の
議
論
を
始
め
て

い
る
。

満
足
度
向
上
へ

　
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所
の

平
田
直
専
務
は
「
立
地
満
足

度
を
高
め
る
に
は
、
行
政
と

企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
強
化
が
欠
か
せ
な
い
」
と

指
摘
す
る
。
千
葉
県
と
同
様

に
素
材
産
業
が
集
積
す
る
川

崎
市
で
は
、
市
担
当
者
が
現

地
企
業
を
頻
繁
に
訪
問
し
、

臨
海
部
を

地
区
に
分
け
た

「
地
区
カ
ル
テ
」
を
作
り
エ

リ
ア
ご
と
の
状
況
や
課
題
を

整
理
し
て
い
る
。
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
機
能
の
強
化
や

行
政
対
応
の
迅
速
化
な
ど
を

求
め
る
企
業
は
多
い
」

同

と
い
う
。

　
半
世
紀
に
渡
り
県
経
済
を

支
え
て
き
た
京
葉
臨
海
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
重
要
性
は
こ
れ

か
ら
も
変
わ
る
こ
と
は
な

い
。
官
民
が
連
携
し
、
競
争

力
向
上
に
向
け
た
対
策
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
く
。

千葉県経済の今
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